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矢倉川 流域治水を考える会
（川づくり懇話会）

平成１９年１１月２７日（火）

滋賀県湖東地域振興局 建設管理部河川砂防課

１．過去に行った懇話会の概要

２．矢倉川改修について

2.1 これまでの改修状況
2.2 矢倉川の現状
2.3 改修計画の方針
2.4 改修計画の概要
2.5 事業実施状況と今後の予定
2.6 今年度の事業実施予定

３．流域治水対策について
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（1） 川づくり懇話会の開催状況

１７中央会館H13年12月14日鳥居本町中町

１８矢倉集会所H13年12月8日
鳥居本町下矢倉
鳥居本町上矢倉
鳥居本町旧鳥居本

１０中央会館H13年12月1日鳥居本町下町

参加人数場 所開催日対象地区名

矢倉川 川づくり懇話会

・地域住民
・自治会代表者

・地域住民
・自治会代表者

矢倉川 川づくり懇話会矢倉川 川づくり懇話会

河川整備計画(案)の作成河川整備計画(案)の作成

河川工事・河川の維持河川工事・河川の維持

・｢矢倉川がどのような川か｣紹介

・川づくりに対する意見の聴取

・学識経験者
・関係団体
・関係住民代表

・学識経験者
・関係団体
・関係住民代表

地域委員会地域委員会
参加

矢倉川 川づくり懇話会の経過
（H13.7～H13.12、3回開催、参加人数合計45名）

１．過去に行った懇話会の概要

参加

（2） 矢倉川 川づくり懇話会 意見の樹
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２．矢倉川改修について
２.１ これまでの改修状況

改修済み区間 L=3.65km
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２. ２ 矢倉川の現状
（1） 河道の状況
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（2） 現況河道流下能力

出典：「H11矢倉川広域河川改修調査設計業務報告書
H13.3」に改修済み区間を追加
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（３） 洪水被害の状況

出典：水害統計

床上 床下
浸水 浸水

S43.8.25～26 台風10号 矢倉川 彦根市 溢水 50 0

S44.6.20～7.14 梅雨前線豪雨 矢倉川 彦根市 溢水 0.8 3 3

S57.7.5～8.3
豪雨、落雨、風
浪、台風10号

矢倉川 彦根市 溢水 50 0

S58.9.24～30 台風10号 矢倉川 彦根市 内水 4.3 0

H02.9.11～20
豪雨、台風19

号
（鳥居本
地区）

彦根市 内水 11.2 47 4 51 51

浸水区域
市町村名

水害発生
年月日

異常気象名 河川名
水害
要因

建物被害

住家
総計

計

非
住
家(ha)

浸水
面積

◆これまでに発生した水害

◆平成2年水害時の状況
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２.３ 改修計画の方針（課題と方針の整理）

治水

課 題 方針

現況流下能力は40～60m3/sec程度で、過去
に大雨で氾濫したことがある。

河積の拡大により流下能力を110m3/secに
する。

利水 河川改修により河床を切り下げるため、伏流
水の確保が課題となる。

伏流水、地下水の保全に配慮する。

環境
渇水時には瀬切れ箇所が見られるが、河川
周辺の植生、魚類や鳥類が生息する環境を
維持する。

環境護岸の採用や河床形状に変化を持た
せる。

空間 従来の計画断面は、単断面河道で単調な河
道形状となっている。

旧河川敷を有効に活用し、親水性に配慮し
た計画を行い、水際の利用を可能とする。

２.４ 改修計画の概要
（1） 基本諸元

計画

諸元

整備計画延長 L=1.6km

計画規模 10年に１回の洪水

計画流量 Q=110m3/sec

計画

断面

平面計画 現河道法線を維持

横断計画
１：１の環境護岸に
より河岸植生を再生

縦断計画
一部2.0～3.0m程度
切り下げ
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（２） 流量配分図
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（３） 改修計画平面図
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（４） 改修イメージ（A-A断面）

現況横断

計画横断

（５） 改修イメージ（B-B断面）

現況横断

計画横断

資料－１



8

２.５ 事業実施状況と今後の予定

残区間の河川改修H20年度以降

地下水調査（継続調査）

一次掘削、遮水矢板工

土質調査（遮水矢板の根入れ深度の詳細調査・検討）

H19年度

国道8号橋及び上流150m区間の河川改修H9～H18年度

河口～国道８号 L=3.5km
１／１０年確率で改修済み
（琵琶湖総合開発）

S47～H8年度

実施内容年度

2.6 今年度の事業実施予定

河川改修による河床の切り下げ区間では地
下水への影響が懸念される

平成13年度より対象区間の地下水調査，対
策工（遮水矢板）の検討及び段階的な施工の
実施

継続的な、地下水の変化状況の把握と遮水
効果の確認が必要

・遮水矢板の段階的施工の継続

・地下水調査の継続による地下水変化の把握

・土質調査の追加による遮水効果の把握

・一次掘削

平成19年度

河床掘削

難透水層

透水層

止水壁工法

山　地現況断面

改修断面

遮水矢板

遮水矢板を施工することにより、河床

掘削による地下水の低下を防ぎます。
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(1)H19年度の調査概要平面図

国道8号

名神高速

土質調査

遮水矢板

(2)H19年度の一次掘削施工箇所平面図

：一次掘削範囲

：工事用道路
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(3)H19年度の一次掘削施工断面図

◆完成断面

◆一次掘削断面
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